
苦情対応結果報告書

発 生 年 月 日 平成２３年４月１４日（木）

福祉サービス等の種類 通所介護事業

分類 職員の対応に関すること

苦

情

の

内

容

【通所介護利用の家族（妻）から】

4 月１４日（木）に申し出人の夫である本会認知症対応型通

所介護利用者が、通所介護を利用され、帰りに違う利用者の上

着を着て帰られた。そのことに、申し出人（妻）が気づき、指

摘した際、送迎に来ていた職員に「奥さんはボケてはらへんや

んか」と言われ、とても傷ついた。今まで良き妻として一生懸

命頑張ってきたのにショックであったし、家の前で大きな声で

言われたことも、近所の手前とても嫌だった。

処

理

経

過

と

結

果

4 月１６日（土）に、本会担当ケアマネ宛に電話がありまし

たが、休みであったため、通所介護職員の生活相談員が代わり

にお聞きしました。本会通所介護事業利用時のことであり、内

容をお聞きし不快な思いをさせてしまった事に対して謝罪する

と、話を聞いてもらえただけですっきりしたとのことでした。

その時の送迎職員に確認すると、その場にいた利用者が、上着

が違う事を申し出人が指摘すると、「家内がボケていて…」と言

われたので、それをフォローする意味で言ったとのことでした。

家族への応対は、適切な言葉使いをするよう注意し、また、持

ち物の取り違いなどないように職員が細心の注意を払うように

指導しました。
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